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政策自己評価と施策課題（Ⅶ）
──北海道栗山町の事例報告──
上 田 道 明
関 谷 龍 子
は じ め に
佛教大学社会学部公共政策学科開設に際し，全国の自治体の首長を対象に「全国市町村まち

















































































図 1 夕張郡 3町の人口動態
出典：国勢調査
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このように，第 4条の各規定が空文化していないことは特筆に値する。議会報告会にはそ





































































































































「くりやまエコマネー研究会」を設立，2000 年 2 月～3 月に第 1 次試験流通（参加者 250
名），同年 9月～11月に第 2次試験流通（参加者 553名），2001年 9月～2003年 3月に第 3
次試験流通（参加者 767名）と，3次にわたる試験流通を実施し，延べ 1600名近い参加者を
得た。導入の端緒をつくったのは当時の町長や行政関係者で，研究会も行政主導でつくられた








































2001年以降の第 3次試験流通と NPO 法人化後の本格運用 Ver.1では，「コーディネータ
制」「エコマネー支援システム」の導入，エコポイント協賛店の拡大，エコバッグの販売，住
民参加による「里山づくり」事業への協力，モデル推進地区の拡大，介護保険事業者との連携
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⑶ 栗山町ホームページ「栗山町について・概要」（http : //www.town.kuriyama.hokkaido.jp/kuriyama
/gaiyou.html）による。
⑷ 朝日新聞北海道本社発行，2003年 7月～2004年 12月『朝日新聞』記事，及びウィキペディア
「栗山町」。南幌町は江別市に隣接し，1990年代に札幌近郊のベッドタウンとして人口が急増する
一方，町の財政状況が悪化していた。

























⒀ 同条例は 2009年までに 3度にわたり改正されているが，ここで紹介している条例は，成立時もの
であることをお断りしておく。


































http : //www.npo−kc.net/soshikigaiyo/soshiki 05_taisei.htm
27 前掲『第 4期地域福祉実践計画』2008年。
28 現在町内に，特別養護老人ホーム 1，老人保健施設 1，グループホーム 3，介護付き高齢者住宅
1，町立養護老人ホーム 1などが，介護保険サービス事業所として，通所介護 4，認知症通所介護
1，訪問介護 4，居宅介護支援 4，町地域包括支援センター 1などがある。
29 前掲『あたたかいお金「エコマネー」』193−196頁。
30 大坂祐二「栗山町におけるコミュニティ形成と地域通貨『クリン』の課題」
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ったものである。調査に際しては，関係の方々に多々ご面倒をおかけし，またご配慮をいただ
いた。ここに謝意を表したい。
本稿の文責は，「1 栗山町の概況と合併問題」「3 地域通貨『クリン』の現状と課題」が
関谷龍子，「2 議会改革の先駆者－栗山町議会－」が上田道明にある。
（うえだ みちあき 公共政策学科）
（せきや るね 公共政策学科）
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